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第６回アフリカ開発会議（TICADⅥ）への参加について 

林市長は、今年８月、第６回アフリカ開発会議（TICADⅥ）が開催されたケニア・

ナイロビを訪問しました。 

まず、３つのセミナーでプレゼンテーションを行い、横浜の女性活躍推進の取組

や都市課題解決の経験を紹介し、アフリカの発展への協力を表明しました。 

また、展示会「ジャパンフェア」に横浜市ブースを出展し、都市づくりの経験

を紹介するとともに、日本アフリカ友好横浜市会議員連盟、横浜企業の皆様と協

力して「アフリカに一番近い都市」横浜をアピールしました。 

さらに、ブルキナファソ大統領をはじめアフリカ各国の首脳・閣僚の皆様に面

会し、連携強化に向けた意見交換を行いました。 

TICADⅥの最終日、林市長は現地で記者会見を行い、第７回会議（TICADⅦ）の

開催都市に横浜市が立候補し、今後誘致に取り組むことを表明しました。 

 

１ 林市長の出張期間 

  平成 28 年８月 24 日（水）～30 日（火） 

 

２ セミナーでのプレゼンテーション 

 （１）「女性の社会経済開発改善サイドイベント」 

（８月 26 日） 

   アフリカ連合委員会（AUC）主催の TICADⅥサイドイベ

ントでスピーチし、横浜とアフリカの女性起業家交流

の取組を紹介するとともに、女性の活躍をさらに促進

していくため、協力を呼びかけました。 

 

 （２）「日・アフリカ官民インフラ会議」（８月 26 日） 

国土交通省主催の TICADⅥサイドイベントで、パネル

ディスカッションに出席し、みなとみらい地区など総合

的な都市開発の経験を紹介するとともに、アフリカの都

市づくりに積極的に協力していくことを表明しました。 

 

 （３）「アフリカ廃棄物管理セミナー」（８月 28 日） 

JICA（国際協力機構）主催の TICADⅥサイドイベント

でスピーチし、横浜市におけるごみの削減・資源化の取

組などを紹介するとともに、こうした経験を活かしてア

フリカの廃棄物・リサイクル対策に積極的に貢献してい

くことを表明しました。 
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第５回アフリカ開発会議  

写真提供：外務省  

３ 「ジャパンフェア」での横浜ＰＲ（８月 27・28 日） 

JETRO（日本貿易振興機構）主催の展示会に横浜市ブー

スを出展し、都市づくりの経験やアフリカとの協力関係を

紹介しました。また、日本アフリカ友好横浜市会議員連盟

（佐藤祐文会長、草間剛事務局長）、横浜企業４社（㈱サ

カタのタネ、千代田化工建設㈱、日揮㈱、㈱日本輸出自動

車検査センター）の皆様と協力し｢アフリカに一番近い都市｣横浜を PRしました。 

安倍首相、ケニヤッタ ケニア共和国大統領をはじめアフリカ各国の皆様にブ

ースを訪問いただきました。また、コンデ ギニア共和国大統領に J-POWER（電

源開発㈱）磯子火力発電所の資料をお渡しし、紹介しました。 

 

４ 要人との個別会談 

 （１）アフリカ各国首脳・閣僚面会（８月 26～28 日） 

カボレ ブルキナファソ大統領と面会し、横浜の小学

生が同国の文化を学んでいることなどをふまえ、今後交

流を一層促進していくことで意見が一致しました。 

また、タンザニア首相、ケニア、マラウィの大臣など

各国首脳・閣僚の皆様にお会いし意見交換を行いました。 

 

（２）国連人間居住計画事務局長面会（８月 27 日） 

   国連人間居住計画(国連ハビタット)のクロス事務局

長に面会し、都市課題解決の経験やベストプラクティス

の共有など、連携強化に向け意見を交わしました。 

同機関は、 10 月にエクアドル共和国キトで会議

「HABITATⅢ（ハビタット３）」を開催予定です。 

 

５ 第７回アフリカ開発会議の横浜誘致表明（８月 28 日） 

  ナイロビで記者会見を行い、今回の出張及び第４回、第

５回会議の横浜開催経験を土台に、平成 31 年に日本で開

催予定の第７回会議の開催都市に横浜市が立候補し、今後

誘致に取り組むことを表明しました。この表明については、

新聞各社・通信社に取り上げられました。 

 

【参考】アフリカ開発会議 

アフリカの開発をテーマとする会議で、平成５（1993）年以降、日本
政府が主導し、国連、国連開発計画、アフリカ連合委員会及び世界銀行
と共同で開催。 

第４回（2008 年）、第５回（2013 年）会議は、いずれも横浜（パシフ
ィコ横浜）で開催。第５回会議には、39 名の国家元首・首脳級を含むア
フリカ 54 か国中 51 か国の代表、その他欧米アジア諸国、国際機関等、計
4,500 名以上が参加。 

第６回会議は、初めてアフリカ（ケニア）で、８月 27、28 日に開催さ
れた。同会議で採択された「ナイロビ宣言」のなかで、「TICAD VII（第７回アフリカ開発会議）
は 2019 年に日本で開催する」と記載されている。 
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